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廃石膏を活用したリン回収技術の開発
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東部浄化センターに1/100スケールのリン除去装置を設置し，現場試験を行った。

表１ リン除去装置による水質変化

原水 処理水 除去率

リン濃度 170(mg/L) 31(mg/L) 82%

懸濁物質 34(mg/L) 5(mg/L) 86%

・埋立処分場の逼迫
・硫化水素発生

・リン資源は全て輸入
・国際な需給の逼迫

・閉鎖性水域の冨栄養化
・下水処理場の高度処理

建築物解体により
発生する廃石膏ボード

リン資源の枯渇 閉鎖性水域の冨栄養化

廃石膏の再資源化

排水中のリン削減

リン資源の確保

廃石膏ボードの再利用を促進し，下水からリンを除去し，肥料などに活用する技術

廃石膏を使用して下水からリンを除去する技術を開発する。
○リン除去装置の開発
○現場試験の実施と反応条件の最適化

リン回収装置

反応原水貯留槽 分離 脱水・乾燥

廃石膏投入
処理場排水（リン

含有）

表２ リン回収物の主要成分 （n=6)

平均 範囲 肥料規格

リン酸 34％ 26～37％ 15%以上

カルシウム 31％ 23～35％ -

リン除去率，回収物のリン酸濃度ともに，目標を達成することができた。

今後，リン回収率の向上や運転コストの削減などで，より効率的なリン回収装置を開発す
るとともに，廃石膏の搬入からリン回収物の有効利用までのシステムを構築し，この技術
の実用化を目指す。


